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私たちは、在校生と共に創りたかった
31回目の愛のリレーで、私たちは在校生に「自分たちの未来を考える時間」をプレゼントしたいと考えました。しかも、彼ら･彼女たちの自分の言葉で、自分自身に問いかけること
によって。それは私たちにとって挑戦でした。しかし、だからこそ多くの力が結集し、そして人が夢を見るときに出会うワクワクドキドキする気持ちを感ずることができたのです。

私たちは、
あなたたちを応援しています。
今回の愛のリレーで、感謝しているのは
私たちの方です。高校時代の自分を思い
出したり、自分の子どものことを考えた
り、そして自分のこれから先について思
い巡らせたりと、多くのことを生徒の皆さ
んたちから学ばせていただきました。自
分の夢に向かうための鶴を、いろいろな
願いを込めながら折っていく…。そんな
毎日をこの県陵で過ごし、そして力強く羽
ばたいていくことでしょう。私たちは、あ
なたたちを心から応援しています。

プロローグ
それは先輩から送られてきた、1
枚のＤＶＤから始まった。

県陵について
先輩たちの熱い思いを受け止め、
県陵について本音で語り合う。

大人について
「大人って何だろう？」。自分への
問いかけが始まった。

生きていくこと
自分たちの未来に理想を描き、
胸は膨らんでいく…。

両親のこと
「私たち子どもは、親を選ぶこと
ができないんだよね」。

I have a Dream!!I have a Dream!!
みんな夢を持ってい

る。

そしてそれを見つけ
ようとしているんだ！みんな夢を持ってい
る。

そしてそれを見つけ
ようとしているんだ！

感想が続々寄せられました
■在校生より

■31回生より
　同じ高校3年の娘がいますので、すべてのシーンが身近で
感銘を受けたのですが、彼女たちの将来への考え方、夢が見
えている子、まだ悩んでいる子、それぞれの思いがよくわかり
ました。娘も将来を含め、大学進路について、いろいろ相談や
悩みを話してくれますが、同じ年の他のお子さんの考えを聞
けたことが、私には有意義でした。娘へのアドバイスにもまた
違った方向性を示してあげられそうな気がします。
　もう一つ、やはり親への思いが印象に残っています。あん
なに感謝の気持ちが強いということがうれしく感じました。そ
してやはり、親をよく見ていると改めて感じました。私たちも
まだまだこれからの人生をしっかり見据え、努力をしていかな
ければいけないと、強く感じました。
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